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相互連携

✓ 研究期間：6年間
✓ 支援対象機関：大学、研発法人 等

脳神経科学統合プログラム

現状・課題

【事業スキーム】

国 AMED

補助金

大学・国立研究開発法人等
委託

事業内容

事業実施期間 令和3年度～令和11年度

（担当：研究振興局ライフサイエンス課）

領域３ 神経疾患・精神疾患に関するヒト病態メカニズム解明

領域４ デジタル空間上で再現する脳モデル開発・研究基盤（デジタル脳）の構築

領域１ 革新的技術・研究基盤の整備・開発・高度化

領域２ ヒト高次脳機能のダイナミクス解明

領域５ 神経疾患・精神疾患の治療等のシーズ開発

個別重点研究課題

中核拠点

➢ 若手育成や異分野融合を重視し、基礎の研究成果を脳神経疾患・ 精神疾患の
     診断・治療等につなげるとともに数理・情報科学等を活用した研究を推進。
➢ 「個別重点研究課題」の５つの研究領域は、「中核拠点」、「研究・実用化支援班」、
及び各研究領域間で相互に連携し、相乗効果を発揮。

➢ 統括機能と研究開発・推進機能を併せ持ち、
他の機関とも連携して基礎研究の成果を臨床
応用につなげる

⚫ 総括チーム
・事業推進に関する支援
・基礎と臨床、産学、国際連携の推進
・研究成果の取りまとめ・発信、人材育成

⚫ 研究チーム
・個別重点課題と連携しながら研究を実施

研究・実用化支援班

➢ 知財戦略の策定などの
実用化支援

➢ 倫理課題への対応

産学共創・国際連携
基礎・臨床の
双方向の連携

脳神経科学統合プログラム

➢ 我が国は、超高齢化に伴い認知症が急激に増加。社会的コスト予測は、日本だけで2030年には約21兆円と試算。政府においても、認知症施策推進基本計画
を令和6年12月に閣議決定し、予防・診断・治療等の研究に取り組むことを掲げているところ。

➢ また、脳科学研究は健康・医療分野のみならず、AIやニューロテクノロジーなど幅広い分野にイノベーションを起こす原動力としての期待大。

➢ 基礎と臨床、アカデミアと産業界の連携の強化により、日本の強みである革新技術・研究基盤の成果をさらに発展させ、脳のメカニズム解明等を進めるとともに、数理
モデルの研究基盤（デジタル脳）を整備し、脳神経疾患・精神疾患の画期的な診断・治療・創薬等シーズの研究開発を推進。また、これまで構築したヒト脳に係
る生体試料等の研究基盤を更に発展させ、データ駆動型研究に活用できる基盤を構築。
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令和9年度要求・要望額 71億円

（令和8年度予算額 67億円）



「脳神経科学統合プログラム」 概要

個別重点研究課題

➢若手育成や異分野融合を重視し、基礎の研究成果を神経疾患・
精神疾患の診断・治療等につなげるとともに数理・情報科学等を
活用した研究を推進。

➢ 基礎と臨床、アカデミアと産業界との連携を推進し、
これまでの研究基盤・開発技術等を最大限活用・発展

➢ 神経疾患・精神疾患の診断・治療・創薬等シーズの研究開発を推進

◆代表機関：理化学研究所脳神経科学研究センター
◆分担機関：東大、京大、QST、NCNP、NIPS、ATR、OIST ① 革新的技術・研究基盤の整備・開発・高度化

② ヒト高次脳機能のダイナミクス解明

③ 神経疾患・精神疾患に関するヒト病態メカニズム

④ デジタル空間上で再現する脳モデル開発・
研究基盤（デジタル脳）の構築

⑤ 神経疾患・精神疾患の治療等のシーズ開発

⚫ 研究プロジェクトの統括・連
携促進と運営推進事務

⚫ ヒト脳データベース運用推進
および国際対応に関する包
括的な事務支援

⚫ 倫理支援

研究体制

相互に連携

➢統括機能と研究開発・推進機能を併せ持ち、他の機関とも
連携して基礎研究の成果を臨床応用につなげる

中核拠点

PO：萩原一平（一般社団法人応用脳科学コンソーシアム理事・事務局長
株式会社NTTデータ経営研究所 教授）

➢ 知財戦略の策定などの実用化支援
➢ 倫理課題への対応

研究・実用化支援班

⚫ 臨床トランスレーション
⚫ 神経疾患メカニズム
⚫ ヒト脳機能ダイナミクスと精神疾患
⚫ デジタル脳開発
⚫ 革新的技術研究基盤

連携

中核拠点と連携しながら研究を推進

個別重点研究課題と連携しながら研究を実施

リバース
トランスレーショナル

フォワード
トランスレーショナル

統括チーム

PO（50音順）：
浅井潔
（東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授）

大塚稔久
（山梨大学大学院総合研究部 教授）

狩野方伸
（帝京大学先端総合研究機構 特任教授）

神庭重信
（九州大学 名誉教授）

塚原克平
（エーザイ株式会社 筑波研究所研究所長）

松田哲也
（玉川大学脳科学研究所 教授）

PS：髙橋良輔
（京都大学総合研究推進本部(KURA)
参与・特定教授）

PO：大隅典子（東北大学大学院医学系研究科 教授）
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革新的技術研究基盤

臨床トランスレーションヒト脳機能
ダイナミクスと
精神疾患

リバーストランスレーショナル

精神疾患を中心に
人から動物へ

新規標的の同定や高精度診断法の開
発を通じ、治療法
の実用化を促進。
脳科学と医療の
連携と創薬の可能
性を生み出す。

神経疾患メカニズム

フォワード
トランスレーショナル

神経疾患を中心に
動物から人へ

神経変性疾患マーモセットモデル
研究と患者画像データベース研究
を橋渡しする新たな研究プラットフ
ォームを構築する。

脳活動データ取得など革新的解析を可能に
する技術を開発し、各種データをデータベー
ス化して共有し、研究開発の効率化を目指
して他グループ、個別重点研究課題の研究
を下支えする。

ヒト脳の多階層データベースの構
築と研究。社会環境と個体脳の
相互作用を考慮し、精神疾患の
脳病態解明に寄与する。

AMED 脳神経科学統合プログラム 中核拠点概要

相互に連携

個別重点
研究課題

中核拠点

研究・
実用化支援班

➢ 知財戦略の策定などの
実用化支援

➢ 倫理課題への対応

➢ 課題名：「脳データ統合プラットフォームの開発と活用による脳機能と疾患病態の解明」

➢ 代表機関：理化学研究所

➢ 分担機関：東京大学、京都大学、量子科学技術研究開発機構、国立精神・神経医療研究センター、
生理学研究所、国際電気通信基礎技術研究所、沖縄科学技術大学院大学

➢ プロジェクトリーダー：岡部繁男

➢ 副プロジェクトリーダー：下郡智美、上口裕之

➢ 革新的技術・基盤の開発・高度化
➢ ヒト脳の革新的な原理解明
➢ 神経・精神疾患の原因解明

➢ 「デジタル脳」開発
➢ 革新的治療法に繋がる研究

C）倫理支援（NCNP・荒木）

A）研究プロジェクトの統括・連携促進と
運営推進事務（理研CBS・岡部）

B）ヒト脳データベース運用推進および国際対応に
関する包括的な事務支援（生理研・鍋倉）

❖ 中核拠点の運営事務（契約関連業務、関連部署との連絡調整等）
❖ 事業推進や課題間連携に係る対応
❖ アウトリーチ活動
❖ 研究成果の社会実装（理研DMPや｢研究・実用化支援班｣と連携）

❖ ヒト脳データベースの連結・統合プラットフォームの内部運用・
公開に係る支援

❖ 国際連携に係る情報収集と調整、研究者の各種支援等

❖ 主にヒトデータに関する「倫理ワーキンググループ」の組織と支援方針の策定
❖ 倫理相談窓口開設と助言対応
       関連法規・指針改訂等の情報収集と共有

統括チーム 研究体制

デジタル脳開発
全てのグループとの連携によって、脳の解剖
学や生理学などのデータを統合し、数理モデ
ルとして再構築する「デジタル脳」を開発する
。

統括機能と研究開発・推進機能を併せ持ち、他の機関とも連携して基礎研究の成果を臨床応用につなげる

産学官コンソーシアム

連携

ブレインバンク等

連携
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➢ R7採択課題数
計30課題
（うち若手枠6課題）
⚫ 領域１
チーム型：２課題
ソロ型：２課題

⚫ 領域２
チーム型：１課題
ソロ型：５課題

⚫ 領域３
チーム型：４課題
ソロ型：３課題

⚫ 領域４
チーム型：１課題
ソロ型：５課題

⚫ 領域５
チーム型：４課題
ソロ型：３課題

➢ R6採択課題数
計97課題
（うち若手枠24課題、認知
症枠5課題）

⚫ 領域１
チーム型：５課題
ソロ型：20課題

⚫ 領域２
チーム型：８課題
ソロ型：10課題

⚫ 領域３
チーム型：８課題
ソロ型：13課題

⚫ 領域４
チーム型：７課題
ソロ型：９課題

⚫ 領域５
チーム型：６課題
ソロ型：11課題

AMED 脳神経科学統合プログラム 個別重点研究課題概要

個別重点研究課題

研究・実用化支援班

➢ ヒト脳の動作原理や病態メカニズムの解明を進め、数理・情報科学を活用することにより、基礎研究の成果を神経疾患・精神疾患
の診断・治療等につなげていくことを目指す。

➢ 一部領域において「若手育成枠」を設定することで、若手育成を推進。
➢ ５つの研究領域は「中核拠点」、「研究・実用化支援」、及び「個別重点研究課題」間と連携し、相乗効果を発揮。

相互に連携

中核拠点

➢ 統括機能と研究開発・推進機能を併せ持ち、他機関とも連携して基礎研究
の成果を臨床応用につなげる

➢ 研究代表機関：理化学研究所 プロジェクトリーダー：岡部 繁男

【認知症枠】領域３，５のチーム型の研究課題にてアルツハイマー型認知症を対象とする研究を各１課題以上採択。
（R6公募のみ設定）

【若手育成枠】領域５以外のソロ型の研究課題にて研究開発代表者が若手研究者となる課題を原則３割以上採択。

【萌芽研究】領域５のソロ型の研究課題にて、斬新な作業仮説や独創的着想に基づく研究、異分野融合によるブレイク
スルーの創出を志向。探索的性質が強く、診断・治療・創薬等のシーズ探索までの研究を対象。

➢ 知財・実用化支援
研究代表者：佐藤典宏

・知財戦略の策定などの実用化支援

➢ 研究倫理支援
研究代表者：中澤栄輔
・研究倫理課題への対応
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➢ R8採択課題数
計5課題

⚫ 領域２
ソロ型：２課題

⚫ 領域４
チーム型：２課題
ソロ型：１課題



AMED 脳神経科学統合プログラム 研究・実用化支援 概要

相互に連携

個別重点
研究課題

➢ 革新的技術・基盤の開発・高度化
➢ ヒト脳の革新的な原理解明
➢ 神経・精神疾患の原因解明
➢ 「デジタル脳」開発
➢ 革新的治療法に繋がる研究

中核拠点

研究・実用化支援

➢脳神経科学統合プログラムの研究成果の実用化を促進するため、中核拠点との協働のもと、個別重点研究課題を実用化面、
倫理面から横断的に支援

知財・実用化支援

研究倫理支援 研
究
開
発
の
目
的
の
達
成
の
た

め
の
研
究
開
発
の
大
枠

研究代表者：佐藤典宏（北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構・機構長）

研究代表者：中澤栄輔（東京大学医学部医療倫理学分野・教授）

⚫ 中核拠点と連携して個別重点研究課題を支援することで、
脳神経科学における研究成果を知的財産として保護し、迅
速な実用化を実現

⚫ 知財・実用化戦略支援や調査研究を通じ、特許取得、企
業連携、スタートアップ支援等を推進

⚫ 知財教育や実用化支援に関する研修プログラムの提供

⚫ 中核拠点と連携して個別重点研究課題における研究が社会的に受容
された形で推進されるよう倫理支援を実施

⚫ オンザジョブトレーニングにより脳神経倫理の若手研究者の教育を
推進

⚫ 脳神経科学の研究開発の推進・加速に資する研究倫理面の調査研究
を実施。成果の国際的な発進、日本の文化的・社会的背景を踏まえ
た倫理的フレームワークの構築

➢ 統括機能と研究開発・推進機能を併せ持ち、他機関とも連携して基礎研究
の成果を臨床応用につなげる

➢ 研究代表機関：理化学研究所 プロジェクトリーダー：岡部 繁男 6



AI for Science の推進に向けた基本的な戦略方針（政策概要）

今後5年間の集中改革期間（2026～2030年度）における国家戦略

なぜ今か（背景）

・AIが研究プロセス全体を変革

・国際競争が急速に激化

・今後５年間が勝負期間

情報基盤
SINET、NII RDC、富岳NEXT、HPCI等

日本の課題

✓ AI利活用の波及・浸透

✓ AI高度研究人材の増加

✓ 共用計算資源の増強

✓ データの効率的活用

✓ 信頼できるAIの追求

✓ スピード感

AI for Science による科学の再興

＜目指す姿＞

➢ AIが研究の自然な一部となる環境の実現

➢分野横断的人材が学術・産業双方で活躍

➢自律性と信頼性を備えた

AI for Science 先進国の地位を確立

新産業・ビジネスの創出

社会課題解決と
産業競争力への貢献

複雑な現象の理解深化と
新たな発見

研究プロセスの自動化・
自律化、探索範囲の拡大

将来像と期待される成果

研究基盤
大型先端研究施設、高品質なデータ

社会基盤
製造・計測技術、暗黙知、等

政策的な目的

国民生活の質の向上科学的発見の加速

①研究の質・効率の
飛躍的向上

②世界を先導する科学
的成果の継続的創出

③国際競争力の強化・
新たな価値創造

日本の強み

戦略的な国際連携

世界を先導する研究開発新たなチャレンジと普及・振興

高品質データの
創出と共有

計算資源・データ
基盤の戦略的増強

研究力向上
人材育成の強化

重要技術領域の先端的成果創出および研究開発期間を1/10に

AI for Science 

推進委員会(第4回)

令和8年4月23日

資料1-2
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AI for Science の推進に向けた基本的な戦略方針（概要）

日本の強み

• AI for Science のあらゆる分野での波及・振興と日本の強みを生かした重点領域の設定・
投資を両輪で推進、世界トップ層との戦略的国際共同研究を推進

• AIの基礎研究含むAIそのものの研究の強化（リスク対応含む）

• 国際連携・産学連携を通じ、AI・計算資源・データに精通した人材の参画・育成、
技術専門職の育成・確保、評価や処遇の見直し

➢ 情報基盤：世界最高水準の情報流通基盤（SINET）・研究データ基盤（NII RDC）・計算基盤（富岳・富岳NEXT・HPCI等）

➢ 研究基盤：世界トップレベルの基礎科学力と多様な研究者層、世界最先端の研究装置群と大型研究施設、信頼性の高い実験・観測データの蓄積

➢ 社会基盤：世界有数の経済規模、精密な製造・計測技術・ロボティクス、すり合わせや暗黙知を含む現場知、AIに対する社会的・産業的な需要

Ⅰ.科学研究の革新と科学的発見の加速・質の変革 Ⅱ.研究力の抜本的強化と科学の再興 Ⅲ.国際優位性・戦略的自律性の確保目的

世界を先導する
科学研究成果の創出

AI for Science の波及・振興 
による科学研究力の底上げ

AI for Science を支える
研究インフラの構築

戦略的な国際連携
（米国・英国など）

• 戦略的価値の高いデータセットの特定・構築

• 自動化・自律化した研究設備等の整備と研究データ創出プロセスの標準化

• AI時代に即した次世代情報基盤の構築・活用、データの一体的運用

• 世界最高水準の次世代AI・HPC融合プラットフォーム「富岳NEXT」の開発

• AI共用計算資源の戦略的な増強と利便性（機動性、アクセス性、相互運用性）の向上

• 産業界との連携及び国際連携を通じた計算資源の有効活用

中長期的な取組目標 科学基盤モデル/エージェントやAI駆動ラボの活用により重要技術領域の先端的成果創出及び研究開発期間を1/10に

今後５年間の目標 AI for Scienceの推進により、日本の科学研究における国際優位性の確保
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
例
）

⚫ 「第７期科学技術・イノベーション基本計画」や「人工知能基本計画」、AIを巡る国際動向等を踏まえ、具体的な取組方針を整理。

⚫今後５年間を集中改革期間とし、具体的な２０のアクションを設定して、大胆な投資によりスピード感を持って取組を加速。

⚫日本の強みを生かして、①戦略的な国際連携による世界を先導する研究開発、②新たなチャレンジとAI for Scienceの波及・振興、
③これを支える次世代研究基盤の構築、④AIを高度に利活用できる研究人材の育成等を、関係省庁等と連携して強力に推進。

⚫研究環境と科学研究プロセスの革新により、自律性と信頼性を備えた研究国家としてAI for Science 先進国の地位確立を目指す。

３年後までに、新素材開発速度10
倍の潜在力を有するAI駆動ラボシス
テムを開発

将来は、AI駆動ラボシステムを用いて、
我が国の企業が国際的サプライチェー
ン上不可欠なマテリアルを量産する。

３年後までに、大規模なデータ取得を通じて、
高機能なバイオ製品の高効率設計を実現する
バイオ生成基盤モデルを開発

将来は、仮想細胞・生体モデルや、植物、動物、ヒト
・臓器等の“デジタルツインモデル”を実現し、高精度か
つ高効率なバイオ製品開発や創薬等に貢献する。

3年後までに、AIエージェント群による、最先端
大型研究施設・研究装置からの大量・高品質デ
ータ創出や、仮説検証・実験の自動化・自律化
を実現

新規性の高い研究を探索的に行うシステムの開
発を通じて、科学研究の新しい方法論を示す。

（具体的な取組内容）

❷計算資源

戦略的増強
×

利便性向上

❸研究データ

高品質データの創出
×

データの一体的運用

❶研究力・人材

AI高度人材等の育成
×

AI利活用の促進

※「AI for Scienceの推進におけるAI利活用に係る研究データの取扱いに関する考え方」についても整理。

AI for Science 

推進委員会(第4回)

令和8年4月23日

資料1-2
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ムーンショット型研究開発制度
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ムーンショット型研究開発制度
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脳を守り、育て、活かす、睡眠による

ライフコースアプローチ

林 悠 PM

研究プロジェクト概要

認知症において睡眠障害は、認知機能低下よりも早
期に現れ、周辺症状として最も出現頻度が高く、
患者の施設入所の最大の要因となっています。我
々は睡眠が脳を守り、育て、活かす仕組みを解明
し、脳の認知機能制御に取り組みます。誰しもが毎
日とる睡眠の力を活用することで認知症を予防・克
服する社会を実現します。

（東京大学・教授）

認知症克服に向けた

脳のレジリエンスを支える

リザバー機能と

その増強法の開発研究

グリア病態から

セノインフラメーションへ発展する

概念に基づく

認知症発症機序の早期検出と制御

樋口 真人 PM

認知症の本質は、炎症と細胞老化の連関である
「セノインフラメーション」を通じて、グリア細胞などの
脳の「守護者」が「破壊者」に変わり、病的タンパク
質凝集や神経障害をもたらすことにあると私たちは
考えました。この「脳内セノインフラメーション」を左右
する鍵分子を超早期に見つけ出し、画像で鍵分子
を見ながら制御する次世代認知症診療ワークフロ
ーの実現を目指します。

（量子科学技術研究
開発機構・センター長）

認知症に対する対処法として、従来のアルツハイマー
型認知症病理を防ぐ手法と共に、障害を免れた神
経細胞の活性化・可塑性の誘導というリザバー機能
を促進し、認知機能を高める方法を開発します。

これにより、100歳まで健康な脳を維持できる社会の
実現を目指します。

伊佐 正PM

（京都大学・教授）

研究プロジェクト概要 研究プロジェクト概要

• 細胞から個体、モデル動物から人で、セノインフ
ラメーションの鍵物質を見ながら治療するセラノ
スティクス（一体化した診断・治療）を開発

• 脳の細胞の内外、体液に潜む鍵物質をくまなく
探索するマルチオミクス解析と、病態の起源物質
を突き止める深層学習モデルを駆使

• 光の圧力で微量な体液から鍵物質を迅速・安
価に検出するリキッドバイオプシーを開発

• 認知症の治療に有望なリザバー機能を特定
する。

• リザバー機能増強法を開発する。

• 脳のリザバー機能の活用と増強により、認知
症の予防と回復を実現する。

• 睡眠の改善により認知症を予防克服する

• 睡眠本来の役割を補完して認知症を予防克
服する

• 誰でも簡単に睡眠の質を測れる技術で、睡眠
パターンに基づくリスクの早期発見と適切な介入
指導を可能とする個別化睡眠医療の実現

2040年までに期待する
ブレイクスルー

2040年までに期待する
ブレイクスルー

ムーンショット型研究開発制度

2040年までに、主要な疾患を予防・克服し100歳まで健康不安なく人生を楽しむための
サステイナブルな医療・介護システムを実現

目標７
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経済安全保障重要技術育成プログラム（K Program）
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